
県内企業の景況意識調査
（第169回） 

2019年６月

共同調査
　大銀経済経営研究所
　大分信用金庫
　大分県産業創造機構

＊ 2019年　  4～ 6月期〈Ⅱ期〉の実績見込み
＊ 2019年　  7～ 9月期〈Ⅲ期〉の見通し

＊2019年　４～６月期〈Ⅱ期〉の実績見込み

製　造　業………３期連続で悪化

卸・小売業………卸売業、小売業ともに改善

建　設　業………３期連続で悪化

サービス業………２期ぶりに改善

改元の好影響を受けて２期ぶりに改善

　今期（2019年４～６月期〈Ⅱ期〉）の業況判断BSIは、前期比3.9ポイント
上昇の▲9.9となり、２期ぶりに改善した。業種別のBSIは、『卸・小売業』
『サービス業』の２業種では前期比で大幅に改善した一方、『建設業』『製造業』
『運輸業』の３業種では悪化した。なお、『金融・不動産』は前期と同水準であった。
　今年はゴールデンウィークが10連休となり、宿泊客数が増加したことや、
改元に合わせてセールを実施したことなどから、観光関連のサービス業や
卸・小売業において業況判断BSIの大幅な改善が見られた。一方、製造業と建
設業では業況判断BSIが３期連続で悪化しており、業種によって明暗が分かれ
た。
　来期（2019年７～９月期〈Ⅲ期〉）の業況判断BSIは、今期比0.5ポイント
低下の▲10.4となる見通しである。長引く米中貿易摩擦の影響を危惧する企
業も見られた。業種別のBSIは、『建設業』『卸・小売業』『サービス業』の３
業種で悪化する見通しである。
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「悪くなった」とする企業割合
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収　益

（増加―減少）

売上高
 （増加―減少）

売上高
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「よくなった」とする企業割合

改元の好影響を受けて２期ぶりに改善
◎業況判断
【今期】今期（２０１９年４～６月期〈Ⅱ期〉）の業況判
断BSI は、前期比３．９ポイント上昇の▲９．９となり、
２期ぶりに改善した。
BSI の内訳をみると、「よくなった」と回答した

企業は前期比２．６ポイント増の１０．７％、「悪くなっ
た」は同１．３ポイント減の２０．６％、「変わらない」は
同１．３ポイント減の６８．７％となった。
業種別のBSI は、『卸・小売業』『サービス業』の
２業種で大幅に改善した一方、『建設業』『製造業』
『運輸業』の３業種では悪化した。
今年はゴールデンウィークが１０連休となり、宿泊
客数が増加したことや、改元に合わせてセールを実
施したことなどから、観光関連のサービス業や卸・
小売業において業況判断BSI の大幅な改善が見ら
れた。一方、製造業と建設業では業況判断BSI が
３期連続で悪化しており、業種によって明暗が分か
れた。先行きでは長引く米中貿易摩擦の影響を危惧
する企業も見られ、後述のとおり、来期の業況判断
BSI はやや悪化する見通しである。
【来期】来期（２０１９年７～９月期〈Ⅲ期〉）の業況判
断BSI は、今期比０．５ポイント低下の▲１０．４となる
見通しである。
BSI の内訳をみると、「よくなる」と回答した企

業は今期比０．１ポイント増の１０．８％、「悪くなる」は
同０．６ポイント増の２１．２％、「変わらない」は同０．８
ポイント減の６７．９％となる見通しである。
業種別のBSI は、『建設業』『卸・小売業』『サー

ビス業』の３業種で悪化する見通しである。

◎売上高と収益
【今期】売上高BSI は前期比７．８ポイント上昇の
▲８．５、収益BSI は同１０．４ポイント上昇の▲８．９と
ともに改善した。業種別にみると、売上高BSI は
『製造業』『卸・小売業』『運輸業』『サービス業』の
４業種で改善し、収益BSI は『金融・不動産業』を
除く５業種で改善した。
【来期】売上高BSI は今期と同水準の▲８．５ポイン
ト、収益BSI は今期比０．５ポイント低下の▲９．４と
なる見通しである。業種別にみると、『製造業』
『卸・小売業』の２業種では売上高BSI、収益 BSI
ともに改善する見通しである。一方、『サービス業』
では売上高BSI、収益 BSI ともに大幅な悪化となる
見通し。なお、『金融・保険業』では売上高BSI と
収益 BSI がともに今期と同水準となる見通しであ
る。

全 産 業 （２１４社）

― １ ―
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所定外労働時間
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（増加―減少）
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借り入れ（増加―減少）借り入れ（増加―減少）

◎所定外労働時間と雇用者数の現状
【今期】所定外労働時間BSI は前期比２．８ポイント
低下の▲８．１となった。業種別にみると、『建設業』
『製造業』の２業種で悪化した。
雇用者数の現状BSI は同７．２ポイント上昇の

▲３７．２となった。業種別にみると、『製造業』『卸・
小売業』『サービス業』の３業種で上昇した。
【来期】所定外労働時間BSI は、今期比２．０ポイン
ト低下の▲１０．１となる見通しである。

◎資金繰りと金融機関からの借り入れ
【今期】資金繰りBSI は、前期比２．５ポイント上昇
の＋２．０となった。業種別にみると、『建設業』『製
造業』『サービス業』の３業種で改善した。
借り入れBSI は、同７．０ポイント低下の▲９．０と

なった。
【来期】資金繰りBSI は、今期比１０．４ポイント低下
の▲８．４となる見通しである。業種別にみると、６
業種すべてで低下する見通しである。
借り入れBSI は、同０．１ポイント低下の▲９．１と
なる見通しである。

◎設備投資実施割合
【今期】実施企業の割合は、前期比０．３ポイント減の
３８．３％となった。業種別にみると、『建設業』『製造
業』『金融・不動産業』の３業種で減少した。
実施企業の投資目的をみると、「補修・更新」が

５５．０％と最も多く、「生産能力の拡大・売上増加」が
２５．０％、「合理化・省力化」「研究開発」「新製品生
産」がそれぞれ５．０％で続く。
【来期】実施予定企業の割合は、今期比０．４ポイント
減の３７．９％となる見通しである。業種別にみると、
『製造業』で減少する見通しである。
実施予定企業の投資目的をみると、「補修・更新」

が５８．２％と最も多く、「生産能力の拡大・売上増加」
が２２．８％、「合理化・省力化」が８．９％で続く。

◎「働き方改革推進のための労働基準法等の改正
に関する認知度」について
今回の調査において、「働き方改革推進のための
労働基準法等の改正に関する認知度」について尋ね
たところ、時間外労働の上限規制や年次有給休暇の
年５日以上取得について「知っている」が６９．３％、
「概ね知っている」が２７．８％、「知らない」が２．９％
となった。
従業員規模別にみると、従業員数が３０人以上の企

業では「知っている」が８３．５％となった一方、３０人
未満の企業では「知っている」が４１．３％に留まった。

― ２ ―
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印刷・出版
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ゴム･革･その他

製 造 業

３期連続で悪化
◎業況判断
【今期】業況判断BSI は、前期比８．５ポイント低下
の▲２７．６と悪化し、５期連続のマイナス水準となっ
た。
内訳をみると、「よくなった」と回答した企業は
前期比２．３ポイント減の７．２％、「悪くなった」は同
６．２ポイント増の３４．８％、「変わらない」は同３．９ポ
イント減の５８．０％となった。
業種別にみると、前期よりも改善した業種は

「鉄・非鉄・金属」「食料品」「印刷・出版」の３業
種であった。一方、悪化した業種は「機械」「木材・
家具」「パルプ・紙」などの５業種であった。また、
「化学・石油」「繊維・衣服」については前期と同水
準であった。
今回指数が悪化した背景には、米中貿易摩擦など

の影響を受けた国内経済の減速があるとみられる。
【来期】業況判断BSI は▲１４．５と、今期比１３．１ポイ
ント上昇する見通しである。
内訳をみると、「よくなる」と回答した企業は今
期比２．９ポイント増の１０．１％、「悪くなる」は今期比
１０．２ポイント減の２４．６％、「変わらない」は今期比
７．２ポイント増の６５．２％となる見通しである。
業種別にみると、今期よりも改善見通しは「鉄・

非鉄・金属」「機械」「木材・家具」などの５業種。
また、「化学・石油」「パルプ・紙」「印刷・出版」な
ど５業種については前期と同水準の見込み。なお、
悪化見通しの業種はない。
来期は悪化見通しの業種がないこともあり、全体

の景況感も今期より改善することが予想される。

◎売上高と生産高
【今期】売上高BSI は前期比１０．０ポイント上昇の
▲２０．６、生産高BSI は同２．９ポイント上昇の▲１５．１
となり、ともに改善した。
【来期】売上高BSI は今期比１４．７ポイント上昇の
▲５．９、生産高BSI は同７．６ポイント上昇の▲７．５
と、売上高BSI、生産高 BSI ともに改善する見通し
である。

製 造 業 （６９社）

― ３ ―
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製品在庫
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◎収益・原材料仕入価格・製品販売価格
【今期】収益BSI は、前期比１３．０ポイント上昇の
▲１９．２と大幅に改善した。原材料仕入価格BSI は
同１．４ポイント低下の＋３５．３、製品販売価格BSI は
同４．４ポイント上昇の＋７．７となった。
【来期】収益BSI は、今期比１４．７ポイント上昇の
▲４．５と大幅に改善する見通しである。原材料仕入
価格BSI は、同７．６ポイント低下の＋２７．７、製品販
売価格BSI は同７．７ポイント低下の±０．０となる見
通しである。

◎受注残高と製品在庫
【今期】受注残高BSI は、前期比１０．２ポイント低下
の▲２１．９となった。製品在庫BSI は同３．５ポイント
上昇の▲３．１となった。
【来期】受注残高BSI は、今期比１５．６ポイント上昇
の▲６．３、製品在庫BSI は同４．６ポイント上昇の
＋１．５となる見通しである。

◎設備投資実施割合
【今期】実施企業の割合は、前期比０．１ポイント減の
５０．７％となった。投資目的をみると、「補修・更新」
が５０．０％と最も多くなっている。続いて、「生産能
力の拡大・売上増加」１７．６％、「合理化・省力化」
「新製品生産」がともに１１．８％となっている。
前期と比べ「補修・更新」目的の割合は増加した

ものの、「生産能力の拡大・売上増加」「合理化・省
力化」目的の割合は減少している。
【来期】実施予定企業の割合は、今期比１０．１ポイン
ト減の４０．６％となる見通しである。投資目的をみる
と、「補修・更新」が５５．６％と最も多くなっている。
続いて「生産能力の拡大・売上増加」「合理化・省
力化」がともに１４．８％、「新製品生産」が１１．１％と
なっている。

◎経営上の問題点
経営上の問題点については、最も多いのが「売上

不振」で３５．４％となり、前期からは割合が増加し、
引き続き企業の多くが売上の伸び悩みを課題として
いる。続いて、「人材不足」が２０．０％、「人手不足」
が１３．８％、「原材料仕入価格高騰」が９．２％となって
いる。

― ４ ―
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業況判断（ B S I ）

〔卸売業〕 売上高と商品在庫（ B S I ）

〔卸売業〕収益・商品仕入価格・商品販売価格（ B S I ）
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仕入価格
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仕入価格

 （上昇―下降）

収　益
 （増加―減少）

収　益
 （増加―減少）

売上高
（増加―減少）
売上高

（増加―減少）

商品在庫
（増加―減少）
商品在庫

（増加―減少）

卸売業BSI卸売業BSI
小売業BSI小売業BSI

16.0
（仕入）
16.0
（仕入）

「よくなった」とする企業割合「よくなった」とする企業割合

卸売業・小売業ともに改善
◎業況判断
【今期】『卸売業』の業況判断BSI は、前期比２２．３
ポイント上昇の＋３．８、『小売業』の業況判断BSI
は同１３．８ポイント上昇の▲１５．２となり、卸売業と小
売業はともに改善した。前期は暖冬で苦戦した企業
が多かったが、今期は天候に恵まれたことや、改元
セールを実施したこと等から業況が改善した。
BSI の内訳をみると、『卸売業』では「よくなっ

た」と回答した企業は前期比７．８ポイント増の
１１．５％、「悪くなった」は同１４．５ポイント減の７．７％、
「変わらない」は同６．７ポイント増の８０．８％だった。
『小売業』では、「よくなった」と回答した企業は前
期比５．６ポイント増の１２．１％、「悪くなった」は同８．２
ポイント減の２７．３％、「変わらない」は同２．５ポイン
ト増の６０．６％だった。
【来期】『卸売業』の業況判断BSI は、今期比７．７ポ
イント低下の▲３．９、『小売業』の業況判断BSI は、
今期比０．１ポイント上昇の▲１５．１と、卸売業は悪化、
小売業はほぼ横ばいとなる見通しとなった。卸売業
では、米中貿易摩擦の影響に加え、足元で原油価格
が上昇していることから先行きを不安視する声も
あった。

◎卸売業：売上高と商品在庫
【今期】売上高BSI は、前期比７．１ポイント上昇の
▲７．７と改善し、商品在庫BSI は、同１２．６ポイント
低下の＋４．０となった。
【来期】売上高BSI は、今期比３．８ポイント上昇の
▲３．９と改善する見通しである。また、商品在庫
BSI は、同４．０ポイント低下の±０．０となる見通し。

◎卸売業：収益・商品仕入価格・商品販売価格
【今期】収益BSI は、前期比１４．７ポイント上昇の
▲３．８となった。また、商品仕入価格BSI は同９．２
ポイント低下の＋２０．０、商品販売価格BSI は同
１２．０ポイント上昇の＋１２．０となった。
【来期】収益BSI は、今期比７．７ポイント低下の
▲１１．５と悪化する見通しである。また、商品仕入価
格BSI は同４．０ポイント低下の＋１６．０、商品販売価
格BSI は同４．０ポイント低下の＋８．０となる見通し
である。

卸・小売業 （５９社）

― ５ ―
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〔小売業〕売上高と商品在庫（ B S I ）

〔小売業〕収益・商品仕入価格・商品販売価格（ B S I ）

設備投資実施割合

経営上の問題点（％）
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◎小売業：売上高と商品在庫
【今期】売上高BSI は、前期比４．２ポイント上昇の
▲１５．２と改善した。商品在庫BSI は、同１９．７ポイ
ント上昇の▲６．９となった。
【来期】売上高BSI は、今期と同水準の▲１５．２とな
る見通し。また、商品在庫BSI は、同１０．３ポイン
ト低下の▲１７．２となる見通しである。

◎小売業：収益・商品仕入価格・商品販売価格
【今期】収益BSI は、前期比１．６ポイント低下の
▲２４．２と悪化した。商品仕入価格BSI は同２４．８ポ
イント上昇の＋４４．８、商品販売価格BSI は同２４．１
ポイント上昇の＋２４．１となった。
【来期】収益BSI は、今期比１２．０ポイント上昇の
▲１２．２と改善する見通しである。商品仕入価格BSI
は同３．４ポイント低下の＋４１．４、商品販売価格BSI
は同０．１ポイント上昇の＋２４．２となる見通しである。

◎設備投資実施割合
【今期】実施企業の割合は、前期比１．３ポイント増の
２２．０％となった。業種別では、『卸売業』が前期比
４．４ポイント増の１９．２％となり、『小売業』が同１．６
ポイント減の２４．２％となっている。
設備投資の内容をみると、『卸売業』では「補修・

更新」が４０．０％と最も高く、次いで「生産能力の拡
大・売上増加」、「事業転換・経営多角化」、「福利厚
生」がそれぞれ２０．０％となっている。一方、『小売
業』では「生産能力の拡大・売上増加」が６２．５％、「補
修・更新」が２５．０％だった。
【来期】実施予定企業の割合は、今期比３．４ポイント
増の２５．４％となる見込みである。業種別では、『卸
売業』が同３．９ポイント増の２３．１％、『小売業』は同
３．１ポイント増の２７．３％となる見通しである。
設備投資の内容をみると、『卸売業』は「補修・

更新」が６６．７％、「生産能力の拡大・売上増加」が
３３．３％であった。『小売業』では、「生産能力の拡
大・売上増加」が５５．６％、「補修・更新」が３３．３％、
「事業転換・経営多角化」が１１．１％となっている。

◎経営上の問題点
経営上の問題点については、「売上不振」が３６．８％
と最も高く、「人手不足」が１７．５％、「競争激化」が
１４．０％、「原材料仕入価格高騰」が１２．３％、「人材不
足」が８．８％、「販売受注単価低下」が７．０％、「人件
費増」が１．８％と続いた。

― ６ ―
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業況判断（ B S I ）

売上高と収益（ B S I ）

「よくなった」とする企業割合

「悪くなった」とする企業割合

0.00.0
▲13.8▲13.8

▲3.3▲3.3

▲24.1▲24.1

▲71.4▲71.4

▲3.5▲3.5

▲10.3▲10.3

Ⅱ期
16年
Ⅱ期Ⅲ期Ⅳ期

17年
Ⅰ期 Ⅲ期Ⅳ期

18年
Ⅰ期Ⅱ期Ⅲ期Ⅳ期

19年
Ⅰ期Ⅱ期Ⅲ期

見通し

Ⅱ期
16年
Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期

17年
Ⅰ期 Ⅲ期 Ⅳ期

18年
Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期

19年
Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

見通し

Ⅱ期
16年
Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期

17年
Ⅰ期 Ⅲ期 Ⅳ期

18年
Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期

19年
Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

見通し

雇用者数の現状
（過剰―不足）
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（過剰―不足）
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（増加―減少）
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収　益
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収　益

（増加―減少）

売上高
（増加―減少）
売上高

（増加―減少）
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▲10.4▲10.4

３期連続で悪化
◎業況判断
【今期】業況判断BSI は、前期比３．６ポイント低下
の±０．０と３期連続で悪化した。前回調査における
２０１９年Ⅱ期の見通し（▲１７．８）と比較すると１７．８ポ
イントの上方修正となった。
BSI の内訳をみると、「よくなった」と回答した

企業は前期比０．７ポイント減の１０．０％、「悪くなっ
た」は同２．９ポイント増の１０．０％、「変わらない」は
同２．１ポイント減の８０．０％となった。
【来期】業況判断BSI は、今期比１０．４ポイント低下
の▲１０．４と、悪化する見通しである。
来期については後述のとおり売上高BSI、収益

BSI ともに悪化する見通しである。足元では、住宅
着工は横ばい圏内で推移する一方、公共工事は大型
工事の減少から弱めの動きとなっており、先行きに
対して慎重な見方をする企業が多いことから業況判
断も悪化の予想が増加している。

◎売上高と収益
【今期】売上高BSI は前期比３．３ポイント低下の
▲３．３と悪化した一方、収益BSI は同３．５ポイント
上昇の±０．０と改善した。なお、前回調査における
２０１９年Ⅱ期の見通しと比較すると売上高BSI、収益
BSI ともに２０ポイント以上の上方修正となった。
【来期】売上高BSI は今期比１０．５ポイント低下の
▲１３．８、収益BSI は同２４．１ポイント低下の▲２４．１
と悪化し、ともにマイナス水準となる見通しであ
る。

◎所定外労働時間と雇用者数の現状
【今期】所定外労働時間BSI は、前期比２８．１ポイン
ト低下の▲１０．３となった。また、雇用者数の現状
BSI は、同１４．３ポイント低下の▲７１．４となった。前
回調査と同様、雇用者数を「過剰」と回答した企業
はなく、約７割の会社が雇用者数を「不足」と回答
している。
【来期】所定外労働時間BSI は、今期比６．８ポイン
ト上昇の▲３．５となる見通しである。

建 設 業 （３０社）

― ７ ―
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設備投資実施割合

資金繰りと金融機関からの借り入れ（ B S I ）

0.00.0

▲6.9▲6.9

6.96.9

▲.18.5▲.18.5

26.726.7
26.726.7

70.070.0
70.070.0

実施せず実施せず

実　施実　施

Ⅱ期
16年
Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期

17年
Ⅰ期 Ⅲ期 Ⅳ期

18年
Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期

19年
Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

見通し

Ⅱ期
16年
Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期

17年
Ⅰ期 Ⅲ期 Ⅳ期

18年
Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期

19年
Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

見通し

16年Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅳ期

17年Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅳ期

18年Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅳ期

19年Ⅰ期
Ⅱ期

経営上の問題点（％）
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（増加―減少）
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資金繰り（楽―苦しい）資金繰り（楽―苦しい）

◎資金繰りと金融機関からの借り入れ
【今期】資金繰りBSI は、前期比６．９ポイント上昇
の＋６．９と改善した。また、借り入れBSI は、同
３０．０ポイント低下の▲１８．５となった。
【来期】資金繰りBSI は、今期比１３．８ポイント低下
の▲６．９となる見通しである。また、借り入れBSI
は、同１８．５ポイント上昇の±０．０となる見通しであ
る。

◎設備投資実施割合
【今期】実施企業の割合は、前期比９．０ポイント減の
２６．７％となった。
実施企業の投資目的をみると、「補修・更新」が

８５．７％と最も多く、次いで「生産能力の拡大・売上
増加」が１４．３％となっている。
【来期】実施予定企業の割合は、今期と同水準の
２６．７％となる見通しである。
実施予定企業の投資目的をみると、「補修・更新」

が８５．７％と最も多く、次いで「合理化・省力化」が
１４．３％となっている。

◎経営上の問題点
経営上の問題点については、「売上不振」と「人
手不足」がともに２５．９％と最も多く、次いで「競争
激化」が１８．５％、「販売受注単価低下」が１４．８％、「人
材不足」が７．４％となった。
「人手不足」と「人材不足」の合計は３３．３％と人

手や人材の不足を経営上の問題点と捉える企業は全
体の３分の１程度で、前回調査時（４０．７％）から減
少した。一方、前述の雇用者数の現状BSI は
▲７１．４であり、依然人手不足・人材不足の改善には
いたっておらず、既存人員で対応せざるを得ないと
考えているのではないだろうか。

公共工事の動向について、西日本建設業保証の
２０１９年１月から３月までの保証取扱動向（請負金額）
でみると、前年同期比３６．７％減となった。２０１９年４
月単月では、前年同月比４０．８％増であった。
また、住宅投資の動向について、２０１９年１月から

３月までの新設住宅着工戸数でみると、前年同期比
１５．０％減の１,３４８戸となった。２０１９年４月単月の着
工戸数は、前年同月比１６．４％増の６６６戸であった。

― ８ ―
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所定外労働時間
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収　益
（増加―減少）
収　益

（増加―減少）

２期ぶりに改善
◎業況判断
【今期】業況判断BSI は、前期比２２．１ポイント上昇
の＋５．９と２期ぶりの改善となった。前回調査にお
ける２０１９年Ⅱ期の見通し（▲８．１）と比較すると、
１４．０ポイントの上方修正となっている。
BSI の内訳をみると、「よくなった」と回答した

企業は前期比１５．２ポイント増の２０．６％、「悪くなっ
た」は同６．９ポイント減の１４．７％、「変わらない」は
同８．３ポイント減の６４．７％と、「よくなった」と回答
する企業が増加、「悪くなった」「変わらない」が減
少した。
サービス業のうち観光関連の１５社をみると、「よ
くなった」と回答した企業は前期比１９．０ポイント増
の３３．３％、「悪くなった」と回答した企業は無かっ
た（同１４．３ポイント減）。観光関連以外（１９社）で
は、「よくなった」と回答した企業が１０．５％、「悪く
なった」と回答した企業が２６．３％となった。ゴール
デンウィークが１０連休となったことで、観光関連の
企業を中心に改善がみられた。
【来期】業況判断BSI は、今期比１５．０ポイント低下
の▲９．１と悪化する見通しである。
内訳をみると、「よくなる」と回答した企業は今
期比１１．５ポイント減の９．１％、「悪くなる」は同３．５
ポイント増の１８．２％、「変わらない」は同８．０ポイン
ト増の７２．７％となる見通しである。

◎売上高と収益
【今期】売上高BSI は前期比２１．９ポイント上昇の
＋３．０、収益BSI は同２７．５ポイント上昇の＋５．９と、
ともに２期ぶりの改善となった。
【来期】来期の売上高BSI は今期比１８．１ポイント低
下の▲１５．１、収益BSI は同１８．０ポイント低下の
▲１２．１と、ともに悪化する見通しである。

◎所定外労働時間と雇用者数の現状
【今期】所定外労働時間BSI は、前期比３９．８ポイン
ト上昇の＋１２．１となった。また、雇用者数の現状
BSI は、同４．８ポイント上昇の▲４２．４となった。
【来期】所定外労働時間BSI は、今期比２１．５ポイン
ト低下の▲９．４となる見通しである。

サービス業 （３４社）

― ９ ―
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◎資金繰りと金融機関からの借り入れ
【今期】資金繰りBSI は、前期比１５．４ポイント上昇
の＋１２．５と改善した。借り入れBSI は同１０．８ポイ
ント低下の▲２２．６となった。
【来期】資金繰りBSI は、今期比３１．９ポイント低下
の▲１９．４、借り入れBSI は同０．７ポイント低下の
▲２３．３となる見通しである。

◎設備投資実施割合
【今期】実施企業の割合は、前期比０．９ポイント増の
４４．１％であった。
投資目的別にみると、「補修・更新」が６０．０％と
最も多く、次いで「生産能力の拡大・売上増加」が
２６．７％となっている。
【来期】実施予定企業の割合は、今期比８．８ポイント
増の５２．９％となる見通しである。
投資目的別にみると、「補修・更新」が６１．１％と
最も多く、次いで「生産能力の拡大・売上増加」が
１６．７％となっている。

◎経営上の問題点
経営上の問題点については「人手不足」が２８．１％
と最も多かった。次いで「人材不足」が２５．０％、「売
上不振」が２１．９％となった。「人手不足」「人材不足」
合わせて５３．１％と、前回調査の３８．９％から１４．２ポイ
ント増加となった。２０１８年４～６月期（５７．５％）を
ピークに前回調査までは減少傾向で推移し、雇用者
数の現状BSI も改善してきているが、サービス業
では未だ多くの企業で人手不足・人材不足が問題と
なっていることがうかがえる。

県内の観光動向について、大分県の観光統計調査
の２０１９年１～３月期の宿泊客数をみると、前年同期
比２．２％増となった。宿泊者数の内訳をみると、国
内客が同２．０％増、外国人客が同２．６％増となってい
る。外国人客については、２０１８年１０～１２月期は２０１６
年４～６月期以来１０期ぶりにマイナスとなったが、
２０１９年１～３月期は韓国が減少した一方で、台湾と
中国が大きく増加したことから２期ぶりにプラスと
なった。
なお、２０１９年４月単月では、宿泊者数は前年同月
比４．９％増となった。内訳をみると、国内客が同
７．３％増、外国人客が同３．９％減となっている。ゴー
ルデンウィークが１０連休となったことで国内客は増
加したが、訪日旅行商品の価格が上がったことや、
観光地の混雑などを見越して外国人客は減少したも
のと思われる。

― １０ ―



B S I とは

ＢＳＩとは “Business　Survey　Index” の略

　企業経営者の業況に関する判断や景気見通しを “よくなる・よくなった”、“変わらない”、

“悪くなる・悪くなった” という３つの形式で回答を求め、これを数値であらわしたもので

ある。

　ＢＳＩは次の数式で求められる。

①〔よくなる〕＋〔変わらない〕＋〔悪くなる〕＝100％とする

②〔変わらない〕の回答分を除く

③ ＢＳＩ＝〔よくなる〕－〔悪くなる〕

ＢＳＩが前期を上回れば景気は改善、前期を下回れば悪化という見方をする。

調査の概要

　当調査は、大銀経済経営研究所、大分信用金庫、大分県
産業創造機構の三者合同によるアンケート調査である。

◎調 査 時 点 　　2019年５月20日
◎調査の内容
　・自社の景況の実績と見通し
　・売上高と収益の実績と見通し
　・設備投資実施割合
　・経営上の問題点など
◎調 査 対 象
　・県内に本社または出先事業所を有する企業460社
◎回答企業数 　　 214社
　・回答率 　　 46.5％
　・規模別割合
　　　資本金１千万円未満・個人 10.3％
　　　資本金１千万円～１億円未満 58.9％
　　　資本金１億円以上 17.3％
　　　無回答 13.5％
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